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1  はじめに 
iPhone や iPad といった高精細ディスプレイを

搭載した小型端末で電子書籍等のテキストを読

む機会が増えつつある．これらの端末へ向けた

ブックリーダーアプリケーションのほとんどで

はテキストを読み進める手段として，画面に直

接触りスクロールさせる，もしくはページをめ

くる方法の 2 種類を実装している．従って，従

来の PC ディスプレイと比べた場合，これら小型

端末でのテキストの“読み”の評価にあたって

は，表示面積とともに，接触によるスクロール，

ページめくりの違いがどのように影響するかを

考慮する必要があろう． 
 これまでディスプレイ上でのテキストの“読

み”において，理解度や速度等の違いがスクロ

ールとページめくりとの比較で報告されてきた

が，今日，大多数の Web ページが閲覧にスクロ

ール操作を必要とするのに対し，先行研究の多

くはページめくりに軍配を上げている[1]-[4]．し

かしこれらは大型のディスプレイを用いて行わ

れた実験から得られた結果であり，また，用い

られたテキストの素材も一貫していない． 

 そこで本研究では高精細のタッチ式スクリー

ンを搭載した小型端末（便宜上以下，“スマー

トフォン”）上で，(1)再生課題，(2)操作課題を

用いて説明文と手順文というタイプの異なる 2
種類のテキストを対象とした“読み”について

実験を行い，スクロールとページめくりという

操作方法の違いがテキストの理解度とテキスト

を読みながらの操作に与える影響を検証する． 

 

２ 実験 
被験者 12 人の会社員（男 8 名，女 4 名；平均

年齢 35.3 歳）がボランティアとして参加した． 

 

 

 

 

   
図 1 操作課題の様子（左）と仮想コンソール

（右） 
実験機材等 Apple iPod Touch 4G(3.5 インチマル

チ タ ッ チ デ ィ ス プ レ イ ， 960×640-pixel), 
Document Reader(スクロール用リーダーアプリケ

ーション)，Perfect Reader Mini(ページめくり用

リ ー ダ ー ア プ リ ケ ー シ ョ ン ) ， Mitsubishi 
RDT195LM 19 インチモニタ（操作課題用） 

実験素材 再生課題，操作課題用にそれぞれ (a)
説明文， (b)手順文が用意された．説明文は日本

人にとって馴染みがない国名や動物名など，4 つ

のテーマについて Wikipedia の記述を抜粋し 1500
文字程度に編集した．一方，手順文は仮想コン

ソール（図 1 右参照）の操作方法を記した 6 ス

テップの操作手順文を 1 シークエンスとする 5
つのシークエンスで構成された．手順文の内容

は各々異なっているが課題毎に操作の回数は同

数となるよう設定された．各々の文章はゴシッ

ク体，文字サイズ 8 ポイント，一行文字数 19 字，

行間は文字の大きさの 0.6 倍程度で PDF フォー

マットとして準備された． 

再生課題 被験者は説明文を 3 分間読み，内容

を記憶するよう求められた．読み終えた後，リ

ハーサル効果を避けるため 3 問の計算問題を行

い，理解度をはかる目的で 10 問の部分再生（穴

埋め）問題に答えた． 

操作課題 操作時間と操作ミスの回数をはかる

ために，被験者は PC ディスプレイ上に実装され

た仮想コンソールを手順文に従いながら，でき

るだけ速く正確に操作することを求められた

（図 1 左参照）． 

実験手順 練習の後，被験者の半数はスクロー
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ル条件で再生課題を行い，残りの半数はページ

めくり条件で同課題を行った．次に各々の被験

者は同じ条件で操作課題を行い，さらに，

NASA-TLX [5]によって作業負荷を判定した．全

ての被験者はスクロール，ページめくり条件を

交互に換えながらこれらの手続きを 4 回繰り返

した． 

表 1 再生課題における正答数の平均 

Scrolling Paging

M SD M SD

Total 3.72 0.51 4.36 0.65
     questions from body part 2.09 0.32 2.54 0.28
     questions from peripheral part 1.63 0.33 1.81 0.45

 
表 2 操作課題における操作時間と操作ミス 

Scrolling Paging

M SD M SD

Total　time 401262 15789 419380 15119

      scroll chooser 374496 11148 406988 15363

     paging chooser 448102 26478 441066 31984

Number of operation miss 2.14 2.36  
 

３ 実験結果 
再生課題の結果 表1はスクロール，ページめく

り条件での正答数の平均と分散である．正答数

平均は分散分析の結果，ページめくり条件がス

クロール条件よりも高い傾向が見られた(F (1,10) 
= 3.69, 0.05<p<0). 部分再生問題はページレイア

ウトで表示の中心部と周辺部から5問ずつ出題さ

れたが，スクロール条件では中心・周辺部から

の出題に対する正答数の平均に統計的差は無か

ったのに対し，ページめくり条件では中心部か

らの出題への正答数は周辺部からに対して高い

傾向があった（F (1,10) =3.48, 0.05<p<0.1)． 

操作課題の結果 表 2 は両条件での操作時間の

平均と分散である．操作時間はページめくりよ

りもスクロール条件の方が短かったが，有意差

は無かった．しかし，操作課題でスクロール条

件が好きと答えた被験者(n=8)の操作時間はペー

ジめくりよりもスクロール時に短い傾向が見ら

れた(F (1,6) = 4.92, 0.05<p<0.1)．一方，ページめ

くりが好きと答えた被験者の操作時間はスクロ

ール条件よりもページめくり時で低かったが，

有意差は見られなかった．NASA-TLX による作

業負荷の評価からは，全体的にページめくりよ

りもスクロールの方が負荷は低いという結果が

得られた． 

 

４ 考察 
 スマートフォンでテキストを読む際の，スク

ロールとページめくり操作の影響について，再

生課題と操作課題を用いて実証的に検証した． 

 再生課題の結果からは，説明文の理解度はス

クロールよりもページめくり条件で高い傾向が

見られた．テキストの表示に PC 用のディスプレ

イを用いた先行研究でも多くがページレイアウ

トでの“読み”の優位性を示唆しており，本実

験の結果はテキスト表示部が小型で直接画面に

触れながらの“読み”だとしてもそれは同様で

あることを支持している． 

 一方，操作課題では，先行研究で行われてこ

なかった手順文の検討を行った．スクロールと

ページめくりの両条件で，仮想コンソールの操

作時間，操作エラー回数に差は見られなかった

が，スクロールを好む被験者だけの結果に注目

すると，ページめくりよりもスクロール条件の

方が操作時間は短い傾向があった．また，サン

プル数は少ないが，スマートフォンの使用頻度

についての調査において使用頻度が高い被験者

ほどスクロール操作を好むように見受けられた．

これらから，スクロール操作はレシピや操作マ

ニュアルのような手順的テキストをスマートフ

ォンで読むためには適していると考えられる． 

 

５ まとめ 
 説明文と手順文をテキスト素材として，スマ

ートフォンでのスクロールによる読みとページ

めくりによる読みについて比較検証した．説明

文の理解度はページめくりの読みで若干高く，

また，手順文を用いた課題での操作時間や操作

エラー回数は両条件で差は無いが，スクロール

を好む被験者ではスクロールでの操作時間が若

干短くなることがわかった．これらの結果から，

スマートフォンのような小型端末でも，教科書

や参考書のように内容の記憶や理解が求められ

る場合にはページ単位で読むことが効果的と考

えられる．一方，レシピや実用書など，読みな

がら何らかの操作を行う場合ではスクロールに

よる読みも同様に適していることが示唆される． 
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